
ク モ の 配 偶 行 動 と 糸

多様な網があるように,クモの行動も多様であり,

その行動には糸が大きく関与 している。ただし,生

活史やその行動生態が調べられた種は一部に限られ

ており,身近な種でも残された課題がたくさんある。

造網と捕食はクモの生活史上のあらゆる局面に影響

を及ぼすが,本 稿ではそれとの関係には,S、れず, と

くに近年の求愛,交 尾,雄 間闘争,性 選択といった

配偶行動に関する話題を中心に,糸 との関連で解説

した.

は じ め に

ハエ トリグモの一
種アリグモは,ア リにたいへん

よく似ているが, 兄分け方は簡単である。業から落

ドするときにア リグモは必ず糸を弓|く。

クモは生活史上のさまざまな側南で糸を利用して

いる.卵 は糸製の卵嚢に包 まれて保護 され,卵 袋か

ら出た子グモは糸を引いて集団 (まどい)を 作る。

独立生活を始めるときも,糸 を利用 して他の場所ヘ

移動する。あるいは,大 空へ糸を流 し,そ の浮力を

使って空中飛行をする。 こ のような糸を利用したク

モの飛行は,外 国ではバルーニング,山 形県では「雪

迎えJ と呼ばれて古から矢日らオしていた.

分散 したクモは網を張って餌を捕獲する。糸製の

住居を作 って住む.網 を張 らない徘徊性の種類 も,

移動のときに命綱 としてしお り糸を引 く。脱皮する

ときの足場 を糸で作る。成体になると雄 は精対Jを作

ったり,糸を利用 して雌に求愛信号を送ったりする。

― ― ― ― ― ―池 田 博 明

このように, クモにとって糸は生活の必帯品であ

るが,本稿では配イ町行動に関連 した糸利用を中心に,

い くつかの具体的な話題を設定 して解説をした。

1.求 愛行動の形式を分類する

1971年 にアメリカの Platnickは ,求 愛特性か ら

クモの科の系統関係 を大胆に推定 したい。彼 は雄の

求愛誇示を解発する最初の刺激に注に1した。llrfとの

直接接触 (接触刺激)力 S解発因 となる場合をレベル

I,糸 の走化性物質 (化学刺激)の 場合をレベルH,

雌の姿 (視覚刺激)の 場合をレベルIIIとし, レベル

111をいらばん進化 した段階 と考えた。たとえば, イ

トグモ科はレベル I,コ モリグモ科やアンナガグモ

科はレベル Iや II, ヒメグモ科やコガネグモ科はレ

ベルII,ハエ トリグモ科はレベルIIIであった(図 1).

この大 まかな分類だけでは各科の間の系統分析には

役立たず,比 較検討に使われた種 ごとの求愛行動の

記載に精粗のバラツキが大 きかったこともあって,

誰にも納得のいくような説り」としては不充分であっ

た。 しかし,行 動の形質で系統を論 じた試みとして

注目された。

その後,種 ごとの配偶行動がさまざまな鶴↓点から

研究されるようになって,求 愛の形式についても見

方が変化 した。たとえばハエ トリグモである。

2.ハ エ トリグモの求愛における糸利用

ハエ トリグモ (以下ハエ トリとする)の 雄は,雌

の前で,前 脚を振 り上げ,左 右にジグザグに動いて
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図 1 求 壇特性から考えられたクモの科の系統関係1)

求愛する.こ のような求愛誇示行動は祝覚的なもの

(visual display)で,「求愛ダンス」として有名であ

った (Cralle,1949)。しか し次第に,野 外で′ヽエ ト

リの雄 はさほど 「求愛ダンスJを していない口r能性

が出てきたのである。

アメリカの Jackson(現 在はニュージーランド)

は薄暗い所に造巣するハエ トリに注目した。そして,

この種では,雄 が雌の最終脱皮前に雌の住居のそば

に同居 し,雌 の脱皮直後に糸製の住居を通 して求愛

信号を送 り,交 尾してしまうことを発見した。つま

り,糸 を利用 した振動的な求愛方法 (vibratory dis

play)である。大事なことはこのハエ トリは求愛ダン

スもできるということだ。つまり,雄 は状況に応じ

て求愛方法を変換で きる(versality)のである(Jack

son, 1977)り.

J a c k s o nはっぎつぎにいろいろなハエ トリで実験

2     7    1 2    1 F   2 2   2 7

111とのhi終‖屯戊まてのFl独

図 2 あ る″ヽエ トリグモが亜

成体雌の住居に性的に反応

した割合何.llttの最終脱皮

が近い住居ほど雄は性的反

応をする。住居内のllrtは追

い出して実験した.

や観察をし,薄 暗い所に造巣するハエ トリばか りで

な く,ほ とんどのハエ トリが求愛方法を変換できる

ことを示 した。それだけではない。たいていの′ヽエ

トリの雄は同種の亜成体雌の住居を認識でき,雌 の

脱度の近いことがわかることを示 した(図2).物 質

として特定されてはいないものの,何 らかのフェロ

モンがあるのだろうと考えられている3,4).

脱皮直後の雌は無抵抗である。だとすれば,野 外

で実際に行なわれているハエ トリの求愛は意外にも

糸を介した化学的 ・振動的なもので,成 体雌のほと

んどは交尾済みなのではないか。 も っとも, このこ

とを調べた研究はまだない。

3.野 外の交尾時期を調べる

ハエ トリに限らず, クモでは野外で雌雄の交尾時

期を生活史や個体群動態 と関連させた研究は少なか
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った。近年になって,精 子競争理論やゲーム理論の

観点から,日 外で注目すべ き仕事が出ている'6)し,

国内でも筆者や宮下 直 によって研究され始めてい

る。ただし, これらの対象は造網性のサラグモやヒ

メグモ,ジ ョロウグモであって,徘 イ回性の種 は含ま

れていない。 また, どの種 も雄が雌よりも先に成体

になるオス先熟で,雄 はH威 体雌の網に侵入して,

雌の最終脱度を待つ。 このような雄の行動は 「交尾

前ガー ド precopulatory guardingJとみなされる。

徘徊性で も同様のガー ドの事例は数多 くFち
 こ こし

ばらくは,野 外での雄の成体出現期 と配偶行動,性

比に焦点を当てた研究が重要であろうさ).また,タ ナ

グモ科のクサグモやメガネヤチグモでは脱皮直後の

lllfは雄 を受け入れないことが多いので, これらの種

では交尾前ガー ドとは違 った交尾戦略が考 えられ

る9' 1°)。

ハエ トリでも交尾前ガー ドが一般的で,雄 は脱度

直後の処女雌 と交尾 してしまうとしたら,雌 が雄を

選ぶ ことはで きない。Darwinの 『人間 の出来 l

L 均

0 吊 |

仰
|

(1871)以来,性 選択の好例 としてあげられてきたハ

エ トリの行動
11)にも新 しい見方が必要か もしれな

t .ゝ

4.雄 間威嚇誇示行動

性選択には「性問選択 (llCの選好性)Jの ほかに「性

内選択 (雄問閉争)J力Sある。たとえば,交 尾前ガー

ドをしている雄のところに,ほ かの雄が償入 して く

ると闘争が起 こる。闘t争の程度は雄がllLの価値をど

う評価 しているかによって異なるし,先 住推か侵入

雅かという立場の違いによっても変わるだろう。lllE

が雄を受け入れる時期や口1数によっても雄の戦略は

形響を受けるはずである。Austadが サラグモの一

種で行なったゲーン、理論を検証する見事な実験は,

行動生態学の教科書によく引用されている1413).

このような雄問闘争 (雄間威嚇誇示行動)で も糸

は重要な働 きをする。 ヒメグモの場合,亜 成体雌の

網上で雄がほかの雄に気がつ くのは糸の振動によっ

ている.向 かい合った雄同士はまず糸の引 き合いを
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図 3 あ るサラグモの紫殖期の個体数変動 とガー ド推の

数〕.A:繁 打期の雌昨の1』体数変動とllIIのllL皮独.B:

雌の最終脱皮前後のガード雄の数。昨はf晨終肌度数日前

の雌の制に侵入し好iめ,llt皮前日のほとんどの雌をガー

ドする.
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11 脚げ)振り|げ

l11 明1のす1ち合い

↓

I V和 1み う ち

ド14 と ズグモの肝1町闘 伊における

]■スカレーションのレベル.

して本日手を威憐
~る

。もし)叉方が:譲り合オ〉なけれ↓ゴ,

闘争はつぎの段階に進む。前脚の先端を激 しく振る。

接近 して脚 を打ち合わせる。四つに組むといった順

序で闘争は次第にエスカレー トする (図4).

ごく浄通の場所に生息しているしメグモで, この

ような雄間の激 しい闘争が起 こっていることは,竿

子の調査以前には知 られていなかった。 どんなに注

意深 く観察していても,自 然に雄間の闘争に出会う

ことは稀れである。 しかし,人 為的に雄を他の網に

移して複数の雄を同居させる実験 をすることで,闘

争を再現することができる.野 外で何 らかの操作を

する,い わば野外実験行動学は,わせ察 しているだけ

ではみえてこない多 くの隠された真実を明らかにし

てくれる。雄間の闘争ばか りではない。雌問あるい

は幼体問の問争についてもヽ現することができ,ユ

ノハマサラグモ,コ シロブチサラグモ, コガネヒメ

グモで確:認しているが,ほ かにも多 くのクモでたや

す く観察できるはずで,教 材 としての利用効果 も大

きいと考えられる。

5,闘 争直後の求愛 と雄のスニーカー

筆者 は,ヒ メグモの闘争を調べているうちに,い

くつか面白いことに気がついた。まず,闘 争に勝っ

た雄 は,閉 争直後に綱の中心でじっとしているlllEに

必ず求愛することである。 ヒメグモの求愛行動はい

わば猪突猛進型で,雌 に向かって糸を手繰 りなが

ら,た だ接近 してい くものだ。 このとき雌 はまだ亜

成体なので,当 然雄の求愛を伸否する。 この拒否行

動 も糸を利用した特別なもので,雄 につながる糸を

前脚で十グイと引 く jel‐king l動作である。拒否され

た雄は雌から離れてい く。 し かし, この雄力Sガ」の雄

と闘うと,雄 は勝負に勝った途端,再 び雌に求愛す

るのである。 このような定形的な闘争高後の求愛の

例は学者の知る限 り初めてであった,

もう一つは二頭の雄が同居する網に別の雄を侵入

させてやったときに,侵 入雄 と聞 う雄が決まってい

ることである。先の工頭のうち,一 方はじっとした

ままで,他の雄が闘争 している問まった く動かない。

この雄のサイズを調べると,1封う雅 よりも小さいこ

とがわかった。勝負がほとんど体のサイズで決まる

ことからすると, このgl」かない雄 はそれ以前の闘争

で負けた方であるらしい(図5)。 この雄 はなぜ同居

したままなのだろうか。勝者の雄のすきをねらって

雌 と1交尾 してしまおうという,い わゆる 「スニーカ

ーJな のかもしれない。 もっともクモでは精子競争

について調べられたすべての例で先雄優先なので,

スニーカーが首尾よく目的を遂げる確率はたいへん

図 品 ヒ メグモの雌の網に同居する複数肝の門

係.外 から侵入した雄と闘う雄は決まってお

り, もう一方の雄 (スニーカー)よ り大きい

ことがわかった。小さいltと雌は闘争げ)問,

じ・,と動かない.
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ィトさいと圧lわオじるが.

閲争中にじっと動かないのは雌 も卜Jじである。 こ

れ らの動かない行動 を選択す る意志決任の暉体lに

は,糸 の振動が大 きくかかわっているυDだろう"

6.求 愛信号 と攻撃的擬態

クモでは振動による求受信号の例が多く女日られて

きた。造網4生種の雄 は,雌 との間に変尾糸々作り,

その糸を介して振動 を送 った り(図6),綱 の面を触

肢や前llll,腹部などでりiズミカルにたたいて信号ナを

送る。 このような求壇信号は種特異的なパターンを

もってお り,同 じ所に住むガケジグモの伸間でも種

が異なれば振動が異なっている例などが知 られてき

た2)。その特異的な求愛行号を悪用 tンて t/まうのが,

センショウグモというクモ食いの クモである。

センショウグモはドヨウグモの析々'些いツ、った後

で,雄 の作った交尾糸に乗 り、糸をはじいてllFに3

時間も求愛信 号を送 り,交 尾糸上に出てきた ドヨウ

グモ のllnを捕 食 して しまった とい う ((シail(a,

1963).ドヨウグモの求愛信号を行動的に梅態した例

として有名で,Platnickも 求愛行動の進化の文脈で

取 りあげている〕
L

しか し, ポルティラつ エヽ トリをはじめとtンて, 捕

食に糸を使 うハエ トリや,僧口の動 きを析熊 した検動

で造網増そのクモを捕獲するルアー ・フ ィッシングの

x 1 6  ′、ラクモ ヒシガ タグモの郎iに求ぞ信 ケ」をllる‖'. 4 1

昨 は// h尾
糸 11にある.メ子この肝 は糸を弾いていて,イ「げ)l l f

は1甫iFJ十`

ようなェ化撃常旬擬態ブ)御|が増ズ_てくると1), こフ)セ >ノ

ショウグモの例 !)そう特殊なせ)のとは思力_なくなっ

て くる,セ ンショウゲモltドヨウグモに限 |〉ず、多

くの柿類のクモの制に伊 入止/,網 の主を補食するの

だが,綱 への侵入はいつもゆっくりで,虫 がかかっ

たときの振動 とは異なる振動を作って相手を糸 11に

誘い出す。

セ)シ ョウグモに(ンろolまかの クモ合いのクモに

しろ.額 特異的な振動を擬厳 しているのではなく,

もっと局|の多くのクモに広 く採用さ加才ている振動を

利用 tンているのではないだろうか。センショウグモ

が相手を糸 Lに おびき出す振動について,小 松敏宏

はコガネグモ科やタナグモ科の同梅FEIBの網の争奪戦

でみられる行動に類似するようだと書いている!4).

この指摘は長い間忘れ |)れたままだったが,メ ガネ

ヤチグモの■i熊観察で示された小松の先 見性を考え

ると1い
,無視できないものがある。多くの種で糸を介

した求愛誇示や成1赫誇示の行Jが記載されると,一 見

目的の違った行動の背景にある意外な共通点が浮か

びあがって くるかもしオlない。

7.糸 の重要性について一― おわ りに代えて

最近になって Jacks()nは,俳 イ凹性のクモの代表格

であるハエ トリが,住 居の糸を利用して餌捕獲をし

ている可能性を指摘 している。クモの生活にとって,

糸はますますそのこ要性を高めてきているとい′_よ

う。

日本にも子育て行動をする亜社会性のクモがいる

ことがわかってきているが11),クモの千に会性 と糸の

関係 も重要性を増 してきてお り,欧 米では今近要因

や究極要因を探る研究が活発である。系統的にはク

モに近いものの,繁 殖システムの異なる造巣性のハ

ダニとの比較 も面白いlS).

筆者は日本産の クモの生態報告を種別に整理 し直

したことがあるlい
。そのとき,驚いたことが■つあっ

た。一つはゃ ご く普通にいるクモの■を態が きち人′と
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調べられていないことだった。 も う ・つは,FL物 字

的に重要な事実の発見 (たとえば鈴木勝浩によるセ

スジガケジグモのコ4育て習性の発兄)が ,同 I々会誌

の数行の記事 として記されており,研 究者の注意を

まった く引いていないことだつた。最近,ガ ケジグ

モの沼性 はフランスで江日を集め,研 究が進んでい

るが, この件に関 して日本の研究者の萱献 は皆無で

ある.

材料は身近にたくさんいて,研 究課題 は多様にあ

る。 しかも'F究に高価な施設設備が不要で,研 究技

術は確立さオしている. に もかかわらず, 研究者の悟

が薄 く,研究は大幅な遅れをとっているというのが,

現在の日本のクモの4に態字,行 動学の現状である.

一人でも多くの方が研究に参べして下さればと願

っている。

参 考 文 献

1)Platllick,N :1｀ he ev()l1ltil〕()fc()l11‐tShip bchavi()t11‐

11 1、pi d e r、 1 ` u l l  B r i t  A lょch  S l l c , 2 ( 3 ) ,  4 ( ) 4 7

( 1 1 ) 7 1 )

2)ヽ Fitt,1)N alldJ S R()vilet(eds):iヽ 1)ider C()lli

lllurlicati()n PriIIcct()1l Ulliv I)ress(19S2)

3)Jackふ()11,R R:Usc of Iりhcl()111()11せS by IIlales()丁

F竹′〃ルッリ/r  ヽ717ん夕なつ″′(Aralicnせ、 Sillticidae)tt)

detect s、lbadult felllales that are ab()tlt to rll()1〔 J

A r a c h  k , 1‐14 , 1 3 7 - 1 3 9 ( 1 9ぷ6)

4)」 ackS()ll, R R : C()nlparati、 e sttld)r()f releasel‐

phcrol〕101leS aSs()ciated 、Fitll the silk ()f junlpill点

spiders(A】alleae, Salticidae)New Zealを11ld エ

Z()()1,14、1-1()(1987)

5)Atistad,S N:A gaFlle tile()rctical illterplで〔ati()11

0f llJをtiC COnibat ill the b()町l and d()1ly spidぜr.

■,ノ″″力zビル 711/r″′″ルどル Alllln Bellそtvi 31, 5t)T‖

(19思3)

6)■
｀
く)f[,S :ふ1late ttuardi1lg irl thょ)とわ′!171カ″どSpecic、

(Aralleaぐ: 1.11】卜phidac) 13till l'1‐〔11'aCh()11l S(,ビ、

さ, 33-37 (19ぷ9)

7)Jacksoil〕R R:C(,habitFiti()11()f IIIales alld j■1、で

nllc fせ111ょiCS t ti卜)revalc11[ina[i1lg tactic of spiders

J  N a t r  H i S t , 2 ( ) . 1 1 9 3 1 2 1 0 ( 1 9 8 6 )

池 肝1博州 :ク モブ)1■〕七.A[ypu、 1100,S235(1992)

小rlを1 Lヽllll()t(), 1 : ｀laleis visit t()fclllatc〕s、vebs all(l

fe111ょle lllとt[11lH i CCe19[lvity IIl thc sI)ider, t14α′α7″̀′

/″′″l lrF′セ′(アヽra】leae t AHelellidac) J Etll()1, 9, 1-7

( 1 1 ' 9 1 )

中山共和 ・池IH ttllll・桶束茂代 :メ ガネヤチグモ

の水竺行動 と夜尾技ガー ドの観察.At)‐pus、98/99,

2732(1,91).

梅谷献工 ・川妹輝代 」・(桶):ク モのはなし (1)

(11).技報生||1版(1989).

it))

1 2 ) f r l合攻

( 1 9り( | ) .

:イj  J j生態 字 人門.束 海 大 学 出版 会

クレフス,JRC ヽ Bデ イビス :行動生態学 (第

2版 ),右 前許房 (1990).

小松破宏 :セ ンショウグモの習性.紀 州動植物,3

(1),2426(1936).

斎藤 裕 :′ヽ ″fの 亜社会性.動 物社会における共

同と攻撃,1メ藤ぢ√HHJ編,東 海大学出版会 (1992)じ

池世illyLIH:クti理 生態車典。学者卜4千」(19ぷぷ).

(いけだ ひろよじw神 奈|け|!立青少11iセンター)

「利 l〉

本市ふ7ナ」号 1治3F4‖炭化水素資化性畔母におけ

るだ腋化糸酵ネの免及電 J4顕微trt像|においてJ(り

がありました.

1文|11の陥舌さ,コの 1)および(Dの E,fは

りました =上を,わ ゎびいたします。

(筆者

「
~

T4必要であ

・編帥 |

遺位1 1992年 ドチ!'j(46巻 ぷケナ) =一-37=― =


